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〈新任講師からの抱負〉
「図書館利用者の時間を節約せよ」
?????????
　2011年度図書館司書講習においてレファレ
ンスサービス演習を担当しました。
　私は国立国会図書館（以下NDL）に長らく勤
務し3年前に定年を迎え、その後再任用職員と
して継続して勤務しています。この間、NDLで
は資料の収集、整理、閲覧および国会議員への
サービス部門である調査及び立法考査局で国政
テーマに関するパンフレット作成や、国会会議
録データベース作成等の仕事をしてきました。
現在は新聞資料を扱う新聞資料室に勤務してい
ます。
　私事で恐縮ですが、これまでの私の図書館人
生の中で忘れられないことの一つはもう数十年
前になりますが、アメリカワシントン州シアト
ルを中心に図書館研修を1年間受けたことです。
このプログラムは日本図書館協会とワシントン
州教育庁の合同プログラムで日本から数人の現
職図書館員が参加しました。ワシントン州内の
図書館、シアトル市立図書館や学校図書館、大
学図書館、州立図書館、専門図書館等で研修を
受け、図書館関係者の家にホームステイすると
いったユニークなプログラムでした。
　またこの中でシアトルにある州立ワシントン
大学大学院の図書館情報学部の授業を聴講しま
した。図書館での研修の合間に好きな授業を何
でもとってよいというものです。授業に出てま
ず驚いたのは、大学院ということもあるのか学
生の年齢層の広さです。また先生と学生が対等
な立場で授業中、双方向で自由に発言して授業
が進められ、学生がとても活発に発言すること
です。この頃話題になっているスタンフォード
やハーバード白熱教室のようでした。
　また図書館情報学部ということもあるのか、
学生はこれから図書館司書の資格をとって転職
しようという人、すでに図書館現場で働いてい
てこれからライブラリアンの資格を取ろうとい
う人等様々な人がいました。ある時3－4歳の
子どもを自分の隣に座らせて授業を聞いている
お母さん学生がいました。子どもにスナックを
食べさせて静かにしているようにいっていまし
たが、その時子どもが何か言って授業の静寂が
破られました。どうなるのかと固唾を飲んでい
たら、先生はにこにこして何か子どもに話しか
け、教室中が柔らかな雰囲気に包まれ、その後
自然に授業に戻っていきました。
　この1年間のワシントン州立大学での経験か
ら是非アメリカの大学で勉強したいと長らく
思っていました。90年代後半からインターネッ
トという便利なものが出現し、アメリカに行か
なくても授業が受けられるという時代がやって
きました。友達からニューヨーク州にあるシェ
ラキュース大学大学院でインターネットと夏冬
1週間程の集中講義を受けることで、ライブラ
リアンの資格が取れると聞き、受講して資格を
得ることが出来ました。
　こういった経験の中からアメリカの図書館から
学んだことの一つは、図書館はサービス業で利
用者が主人公だということです。特に公共図書館
ではレファレンスサービスは利用者にとって話し
やすいフレンドリーということが、資料を知っ
ていることと同様に大切だということでした。
　図書館に来館した利用者が効率よく資料を探
せるように、インドの図書館学者ランガナタン
が唱える図書館学の五法則の第四番「図書館利
用者の時間を節約せよ」ということの大切さが
実感を持つようになりました。
　図書館のカウンターに立ちレファレンス質問
に答える時に、時々やってしまう失敗に、利用
者とは一期一会の真剣勝負と肝に銘じなければ
と思っているこの頃です。
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